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カ
ッ
ト
加
工
、
合
板
製
造
、
集
成

材
用
ラ
ミ
ナ
の
生
産
な
ど
を
開
始

す
る
た
め
、
必
要
な
機
械
や
施
設

を
導
入
す
る
場
合
。

　
３.  

林
産
物
の
新
た
な
生
産
方
式
の

導
入

　
　
　
生
産
性
の
向
上
、品
質
の
向
上
等

に
役
立
つ
林
業
生
産
機
械
や
木
材

加
工
機
械
を
新
た
に
導
入
す
る
場

合
。
木
材
乾
燥
施
設
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
施
設
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
４.  

林
産
物
の
新
た
な
販
売
方
式
の

導
入

　
　
　
売
上
高
の
向
上
等
に
役
立
つ
販

売
用
機
械
や
施
設
を
導
入
す
る
場

合
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
販
売
方
式

も
含
ま
れ
ま
す
。

　
５.  

林
業
労
働
に
係
る
安
全
衛
生
施

設
の
導
入

　
　
　
防
振
装
置
付
き
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

や
刈
払
機
、
自
動
枝
打
機
、
自
走

式
刈
払
機
、
暖
房
装
置
付
き
人
員

輸
送
車
等
の
導
入
。

　
６.  

林
業
労
働
に
従
事
す
る
者
の
福

利
厚
生
施
設
の
導
入

　
　
　
休
憩
室
、
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー

等
を
備
え
た
施
設
等
の
導
入
。

　
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

１
〜
４
の
区
分
の
も
の
は
、
林
業
も
し

く
は
木
材
産
業
の
経
営
の
改
善
の
た
め

に
新
た
な
林
業
部
門
若
し
く
は
木
材
産

業
部
門
の
経
営
の
開
始
を
行
う
場
合
か
、

林
産
物
の
新
た
な
生
産
若
し
く
は
販
売

の
方
式
を
導
入
す
る
場
合
に
必
要
な
資

~
~

金
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
同
程

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~

度
の
レ
ベ
ル
の
機
械
や
施
設
の
買
い
替

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~

え
（
更
新
）
は
対
象
と
な
ら
な
い
、と

い
う
こ
と
で
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
各
地
方
振
興
局

森
林
課
、
ま
た
は
森
林
組
合
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
、
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営

改
善
等
に
、
ぜ
ひ
こ
の
林
業
・
木
材
産

業
改
善
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
林
政
課
　
林
業
振
興
係
）

　
七
月
一
日
か
ら
改
善
資
金
制
度
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
２

点
で
す
。

　
１.  

木
材
産
業
部
門
ま
で
対
象
を
拡

大
し
た
こ
と
。

　
２.  

貸
付
の
対
象
と
な
る
も
の
の
メ

ニ
ュ
ー
の
撤
廃
。

　
以
前
は
貸
付
対
象
の
メ
ニ
ュ
ー
が
詳

細
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度

は
貸
付
け
を
受
け
る
方
が
作
成
す
る

「
林
業
・
木
材
産
業
経
営
改
善
措
置
」

の
事
業
内
容
を
知
事
が
認
定
す
れ
ば
、

事
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
様
々
な
も

の
へ
の
貸
付
け
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
貸
　
付
　
条
　
件

　
○
対
象
者
　
森
林
所
有
者
、
林
業
を

営
ん
で
い
る
方
、
木
材

製
造
業
、
木
材
卸
売
業

及
び
こ
れ
ら
の
方
々
が

組
織
す
る
団
体
等

　
○
限
度
額
　
個
人
　
一
千
五
百
万
円

　
　
　
　
　
　
会
社
　
三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
団
体
　
五
千
万
円

　
　
　
　
　
　
（
木
材
産
業
に
係
る
林

業
・
木
材
産
業
改
善
措

置
を
実
施
す
る
場
合
は

一
億
円
）

　
○
利
　
率
　
無
利
子

　
○
償
還
（
据
置
）
期
間

　
　
　
　
　
　
十
（
三
）
年
以
内

　
○
保
証
人
　
貸
付
け
を
受
け
る
場
合

は
保
証
人
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
　
　

　
　
　
事
業
の
具
体
的
な
内
容

　
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方

は
、
次
の
６
つ
の
区
分
の
い
ず
れ
か
に

関
す
る
「
林
業
・
木
材
産
業
経
営
改
善

措
置
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
知
事
が
認
定
す
れ
ば
こ
の
資
金
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１.  

新
た
な
林
業
部
門
の
経
営
の
開

始

　
　
　
新
た
に
素
材
生
産
事
業
や
き
の

こ
栽
培
な
ど
を
開
始
す
る
た
め
、

必
要
な
機
械
や
施
設
を
導
入
す
る

場
合
。
新
た
に
長
伐
期
施
業
や
複

層
林
施
業
を
実
施
す
る
場
合
等
。

　
２.  

新
た
な
木
材
産
業
部
門
の
経
営

の
開
始

　
　
　
新
た
に
集
成
材
製
造
、
プ
レ

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
ご
案
内

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
ご
案
内�

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
ご
案
内�
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地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�

苫
北
地
区
林
業
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

　
苫
津
普
及
指
導
区
に
は
、
一
〇
の
林

業
研
究
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
上
斎
原
村
、
奥
津
町
、
富
村
の

三
町
村
で
構
成
さ
れ
る
苫
北
地
区
に

は
、
七
グ
ル
ー
プ
、
一
五
〇
人
で
結
成

さ
れ
た
苫
北
地
区
林
業
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
（
会
長
赤
坂
明
止
）
が
あ
り
、

昭
和
五
十
三
年
の
設
立
以
来
、
会
員
の

知
識
や
技
術
の
向
上
と
地
域
林
業
発
展

へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
活
発
で
多
彩

な
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

【
キ
ャ
ン
プ
交
流
研
修
会
】

　
林
業
後
継
者
の
育
成
確
保
と
会
員
相

互
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
、
夏
休

み
の
期
間
中
、
地
元
の
子
供
を
招
待
し

て
キ
ャ
ン
プ
交
流
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え

る
こ
の
交
流
会
で
は
、
子
供
た
ち
に
森

林
・
林
業
へ
の
理
解
を
よ
り
一
層
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
会
員
の
指
導
に
よ
り

木
工
教
室
や
森
林
・
林
業
教
室
、
ヒ
ラ

メ
の
つ
か
み
取
り
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

は
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
、
会
員
相

互
の
意
見
交
換
に
花
が
咲
き
ま
す
。

【
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
】

　
山
々
の
緑
が
紅
葉
に
染
ま
る
頃
、

「
奥
津
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
会
場

に
、
毎
年
、
野
生
キ
ノ
コ
鑑
定
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
健
康
食
品

ブ
ー
ム
の
影
響
か
、
昨
年
は
、
地
域
住

民
の
方
か
ら
百
三
十
点
以
上
の
出
品
が

あ
り
、
鑑
定
団
は
そ
の
対
応
に
大
忙
し

で
し
た
。
お
昼
に
は
、
持
ち
込
ま
れ
た

キ
ノ
コ
と
会
員
が
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

を
煮
込
ん
だ
「
キ
ノ
コ
・
イ
ノ
シ
シ

鍋
」
が
ま
つ
り
参
加
者
に
振
る
舞
わ

れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
十
月
二
十
六
日
（
日
）
開
催

予
定
で
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

【
優
良
材
生
産
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
会
員
の
育
林
技
術
の
向
上
と
優
良
材

生
産
団
地
の
育
成
、
木
材
市
場
へ
の
高

品
質
な
素
材
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
、
優
良
材
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
県
森
連
津
山
木
材
共
販
所

の
特
別
市
と
し
て
、
今
年
は
九
月
十
九

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
例
年
、
会
員
等

が
手
塩
に
掛
け
て
育
て
た
優
良
材
が
多

数
出
品
さ
れ
、
低
迷
す
る
市
場
へ
活
気

を
与
え
る
と
と
も

に
、
高
値
で
の
取
り

引
き
が
林
産
意
欲
の

高
揚
に
一
役
も
二
役

も
か
っ
て
い
ま
す
。

　
当
普
及
指
導
区
で
は
、
こ
れ
ら
林
研

グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対
し
、
今
後
も
積

極
的
に
参
画
・
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

AG

（
苫
津
普
及
指
導
区
　
岡
本
安
順
）

キャンプ交流会（木工教室）

コンクール表彰式

きのこ鑑定会
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○

　
普

及

情

報

　
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
技
術

　
私
た
ち
は
現
在
の
快
適
で
便
利
な
生

活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
大
量
生

産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い
う
循

環
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

近
年
そ
の
弊
害
が
地
球
規
模
の
温
暖
化

を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
形
で
徐
々
に

現
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
量
消
費
社
会
を
支
え
て
い
る

の
は
石
油
・
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
で

す
。
安
価
な
こ
の
資
源
を
様
々
な
形
に

変
え
て
利
用
す
る
こ
と
で
現
代
文
明
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

　
最
近
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
言
葉
を
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
聞
き
す
る
機
会

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
生
物
に
由
来
す
る

持
続
的
に
再
生
産
可
能
な
資
源
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば
木
や
草
、
動
物
の
排
泄

物
な
ど
も
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
え
ま
す
。

　
植
物
は
水
と
日
光
と
二
酸
化
炭
素
に

よ
り
昼
間
に
光
合
成
を
行
い
、
炭
素
を

植
物
体
内
に
取
り
込
ん
で
成
長
し
ま

す
。
こ
の
中
で
特
に
私
た
ち
に
関
係
の

深
い
樹
木
等
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
岡
山
県
の
森
林
に
は
約
六
千
八

百
万
立
方
㍍
も
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
が
あ
り
、
年
間
約
百
三
十
万
立
方

メ
ー
ト
ル
ず
つ
そ
の
資
源
量
が
増
大
し

て
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン

　
こ
う
し
た
中
で
国
に
お
い
て
は
平
成

十
四
年
十
二
月
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ

ポ
ン
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
関

係
各
省
庁
連
携
の
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
関
し
て

は
現
在
は
木
炭
や
薪
が
主
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い

て
は
資
源
が
薄
く
広
く
分
散
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
運
搬
や
収
集
に
か
か
る
コ

ス
ト
が
割
高
で
あ
る
と
い
う
難
点
が
あ

り
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
事
例

　
そ
れ
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

方
法
と
し
て
今
後
有
望
な
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

①
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　
木
材
を
粉
砕
し
て
小
さ
な
円
筒
（
ペ

レ
ッ
ト
）
に
成
形
し
直
し
、
ス
ト
ー
ブ

の
燃
料
に
し
ま
す
。
こ
の
ペ
レ
ッ
ト
は

運
搬
や
保
存
が
用
意
で
あ
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
先
進
国
の
北

欧
で
は
か
な
り
普
及
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
ス
ト
ー
ブ
自

体
の
価
格
が
高
価
な
の
と
ペ
レ
ッ
ト
の

供
給
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め

現
在
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

　
枝
条
や
樹
皮
・
残
材
を
チ
ッ
プ
に
し

ボ
イ
ラ
ー
の
熱
源
と
し
ま
す
。
北
欧
で

は
地
域
や
施
設
の
暖
房
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

　
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
や
し
た
木
材
を
蒸
気

に
換
え
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電
を
行

い
ま
す
。

残
廃
材
が

大
量
に
排

出
さ
れ
る

製
材
工
場

に
設
置
さ

れ
て
い
る

事
例
が
岡

山
県
内
に

も
あ
り
ま

す
。

④
リ
グ
ニ
ン
の
利
用

　
リ
グ
二
ン
は
木
材
組
成
の
中
で
セ
ル

ロ
ー
ス
に
次
い
で
多
い
成
分
で
す
が
、

こ
れ
を
木
材
か
ら
取
り
出
し
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
よ
う
な
使
い
方
が
可
能
で
す
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
は
薄
く
広
く
分
布
し
て

る
資
源
な
の
で
、
そ
の
集
収
方
法
が
今

後
一
番
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

球
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
め
な
い
た
め

に
も
再
生
産
可
能
な
資
源
で
あ
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
技
術
の
実
用
化
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
大
賀
哲
哉
）

ペレットストーブ

バイオマス発電施設
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シ
リ
ー
ズ
地
域
の
木
材
利
用
施
設�
EEEEEE

EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
E EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE

地
形
を
利
用
し
て
車
い
す
で
の
利
用
が

容
易
で
親
し
み
や
す
い
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
木
材
使
用
量
三
立
方
㍍
）

　
遊
歩
道
・
木
橋

　
駐
車
場
か
ら
見
晴
台
に
至
る
遊
歩
道

と
し
て
幅
員
二
㍍
、
延
長
七
九
九
㍍

（
木
材
使
用
量
一
〇
・
四
立
方
㍍
）
を

新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
渓
流
を
渡
る

木
橋
（
幅
員
二
㍍
、
延
長
三
㍍
、
木
材

使
用
量
〇
・
六
立
方
㍍
）
も
新
設
し
、

丸
棒
加
工
さ
れ
た
ス
ギ
材
で
ガ
イ
ド

レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
段
差

を
な
く
し
車
い
す
で
も
利
用
し
や
す
い

よ
う
緩
や
か
な
勾
配
で
、
安
全
で
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
滝
山
生
活
環
境
保
全
林
内
に
は
遊

歩
道
等
が
配
置
さ
れ
、
一
番
の
眺
望
点

「
見
晴
台
」か
ら
は
眼
下
に
屏
風
岩
、
備

前
市
伊
部
地
区
の
町
並
み
や
片
上
湾
、

遠
く
に
は

瀬
戸
内

海
、
四
国

の
高
松
市

ま
で
望
む

こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
付
近
は

郷
土
自
然

保
護
地
域

に
指
定
さ
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で

あ
る
福
生
寺
三
重
塔
、
国
指
定
史
跡
の

熊
山
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
国
道
二
号
線

や
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
か
ら
近
い
な
ど
地
理
的

条
件
と
も
相
ま
っ
て
、県
内
外
か
ら
の
入

り
込
み
の
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
滝
山
生
活
環
境
保
全
林
は
、
今
回

の
再
整
備
事
業
に
よ
り
多
様
な
利
用
者

の
要
望
に
も
応
え
ら
れ
る
施
設
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い

　
※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
障
害
者
・
高
齢
者
・
健
常
者
の
区
別

な
し
に
、
す
べ
て
の
人
が
使
い
や
す
い

よ
う
に
製
品
・
建
物
・
環
境
な
ど
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
東
備
地
方
振
興
局
森
林
課

　
　
℡
〇
八
六
九
│
九
三
│
一
一
一
一

AG

（
東
備
普
及
指
導
区
　
竺
原
光
男
）

　
大
滝
山
生
活
環
境
保
全
林

　
大
滝
山
生
活
環
境
保
全
林
は
、
備
前

市
西
部
の
伊
部
地
区
に
あ
り
、
昭
和
四

十
九
年
か
ら
五
十
一
年
の
三
ヶ
年
で
区

域
面
積
九
五
㌶
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

森
林
を
利
用
し
た
憩
い
の
場
と
し
て
多

く
の
県
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
は
野
外
活
動
、
保
健
休
養
の
場

と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、特
に

近
年
で
は
、関
連
施
設
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
あ
ら
ゆ
る
年
代
層
や
様
々
な
身
体

的
条
件
を
も
つ
人
々
が
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
備
地
方
振
興
局
で
は
、
平
成
十
四

年
度
か
ら
三
ヶ
年
計
画
で
時
代
の
要
請

で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導

入
と
木
材
を
利
用
し
た
人
や
環
境
に
優

し
い
再
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
は
木
造
休
憩
舎
や
木

橋
、
木
製
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
た

遊
歩
道
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
休

憩

舎

　
眺
望
の
良
い
見
晴
台
に
整
備
し
た
休

憩
舎
（
表
紙
写
真
）
は
、
床
面
積
十
六

平
方
㍍
、
木
造
平
屋
建
て
の
東
屋
で
ス

ギ
材
を
使
用
し
、
柱
等
は
丸
棒
加
工
さ

れ
て
い
ま
す
。
構
造
は
高
床
式
で
す
が

緩やかな遊歩道
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普
及
指
導
最
前
線

LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL

　
高
梁
川
源
流
の
森

「
大
佐
町
」
見
学
会

阿
新
普
及
指
導
区

　
厳
し
い
森
林
・
林
業
の
経
済
事
情
か

ら
、
森
林
の
手
入
れ
が
停
滞
し
て
い
る

こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
、
「
源
流
地
域

の
林
業
を
活
性
化
す
る
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
、流
域
の
住
民
が
考
え
よ
う
。」

と
、
高
梁
川
源
流
地
域
の
大
佐
町
を
訪

ね
る
見
学
会
が
、
高
梁
川
の
源
流
を
訪

ね
る
会
（
事
務
局
　
倉
敷
木
材
㈱
）
の

主
催
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
五
年
七
月
二
十
日
に
開
催
さ

れ
た
見
学
会
に
は
、
倉
敷
市
か
ら
五
十

名
の
参
加
が
あ
り
、
森
林
が
流
域
に
及

ぼ
す
影
響
や
林
業
経
営
の
実
態
な
ど
に

つ
い
て
、
参
加
者
は
実
際
に
体
感
し
て

い
ま
し
た
。

　
見
学
会
で
は
、
林
業
改
良
指
導
員
が

大
佐
山
の
案
内
を
担
当
し
、
道
中
の
広

葉
樹
林
で
、
枯
死
し
た
樹
木
が
菌
類
に

よ
り
分
解
さ
れ
る
こ
と
や
炭
焼
き
が
行

わ
れ
た
後
の
二
次
林
の
状
況
な
ど
、
人

と
森
林
の
関
わ
り
合
い
の
歴
史
か
ら
循

環
型
社
会
を
構
築
す
る
上
で
の
森
林
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
山
頂
で
は
、
森
林
土
壌
の
形
成
・
保

護
に
つ
い
て
の
実
験
な
ど
を
行
い
、
手

入
れ
の
さ
れ
た
人
工
林
は
、
広
葉
樹
林

と
同
様
の
水
源
か
ん
養
機
能
を
持
っ
て

い
る
が
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
状
況
か
ら
手
遅
れ
の
人
工
林
が
あ

り
、
早
急
に
対
応
が
必
要
な
こ
と
な
ど

を
説
明
し
、
ま
た
、
川
上
と
川
下
の
交

流
促
進
に
つ
い
て
も
働
き
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
見
学
会
と
同
様
に
、
「
共
生
の

森
・
哲
多
」
で
の
森
林
活
動
で
も
、
下

流
域
か
ら
の
参
加
者
が
多
く
、
上
流
の

森
林
が
果
た
す
役
割
に
大
き
な
関
心
が

あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　
高
梁
川
流
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪

が
広
が
り
、
林
業
の
活
性
化
に
繋
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

AG
（
　
小
川
　
裕
）

　
き
じ
丸
合
宿
で
の

森
林
・
林
業
教
室

高
梁
普
及
指
導
区

　
き
じ
丸
合
宿
は
、
川
上
町
教
育
委
員

会
と
川
上
小
学
校
が
共
催
で
、
地
域
の

自
然
や
産
業
を
体
験
さ
せ
る
課
外
授
業

と
し
て
平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
当
指
導
区
が
、
三
日
間
の
合

宿
の
最
終
日
の
七
月
四
日
に
、
五
年
生

三
二
名
を
対
象
に
、
お
か
や
ま
共
生
の

森
・
川
上
に
お
い
て
約
三
時
間
の
森

林
・
林
業
教
室
を
担
当
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

　
最
初
に
、
児
童
に
森
林
の
働
き
に
つ

い
て
質
問
す
る
と
、
水
を
貯
え
る
機
能

や
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
機
能
な
ど

の
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。
間
伐
な
ど
で

森
林
を
健
全
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
森

林
の
公
益
的
機
能
の
増
進
に
も
つ
な
が

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
の
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
は

地
域
林
業
を
活
性
化
す
る
だ
け
で
な

く
、
木
材
が
省
エ
ネ
資
源
で
あ
る
こ
と

や
炭
素
の
蓄
積
を
助
け
る
と
い
う
面
で

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
林
業
教
室
で
は
、
間
伐
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
林
業
改
良
指
導
員
の
実
演
と

説
明
の
後
、
児
童
が
手
鋸
で
間
伐
を
行

い
ま
し
た
。
苦
労
し
て
切
り
倒
し
た
と

き
に
は
歓
声
が
上
が
り
、
林
業
と
い
う

仕
事
の
大
変
さ
と
間
伐
に
よ
っ
て
林
内

が
明
る
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　
木
工
教
室
で
は
、
林
業
改
良
指
導
員

が
工
具
の
取
り
扱
い
や
木
材
の
特
性
な

ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
間
伐
材
や
小
枝

を
使
用
し
た
木
工
品
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
壁
掛
け
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
様
々

に
工
夫
し
て
作
り
、
家
族
へ
の
お
み
や

げ
に
す
る
と
喜
ん
で
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

　
当
指
導
区
で
は
、
今
後
も
教
育
機
関

等
と
の
連
携
を
よ
り
深
め
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
青
少
年

へ
森
林
・
林
業
の
大
切
さ
を
普
及
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。AG

（
　
牧
本
卓
史
） 間伐体験の説明風景

森林が果たす機能を説明
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木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

良
質
良
質
な
乾
燥
材
を

乾
燥
材
を
つ
く
る�

河
　
崎
　
弥
　
生

河
　
崎
　
弥
　
生�
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

良
質
な
乾
燥
材
を
つ
く
る�

河
　
崎
　
弥
　
生�

こ
れ
ま
で
の
乾
燥
方
法

　
木
材
乾
燥
の
方
法
に
は
、
天
日
に
さ

ら
し
特
別
な
装
置
を
用
い
な
い
「
天
然

乾
燥
法
」
と
、
人
工
的
に
作
っ
た
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
装
置
を
使
う
「
人
工
乾
燥

法
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
従
来
、
日
本
で
は
、
人
工
乾
燥
は
家

具
用
広
葉
樹
材
等
を
乾
燥
さ
せ
る
場
合

な
ど
に
多
用
さ
れ
、
建
築
用
材
に
つ
い

て
は
天
然
乾
燥
さ
れ
る
こ
と
が
主
で
し

た
。
建
築
用
材
を
天
然
乾
燥
す
る
具
体

的
な
方
法
と
し
て
は
、
部
材
の
仕
口
加

工
等
を
行
う
前
に
あ
ら
か
じ
め
乾
燥
さ

せ
て
お
く
方
法
と
、
上
棟
後
の
建
築
工

期
を
長
く
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
期

間
に
乾
燥
さ
せ
る
方
法
の
２
つ
の
ス
タ

イ
ル
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
複
合
的

に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
が
実
状
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
住
環
境
が
冷
暖
房
に

よ
っ
て
低
湿
化
し
、
建
築
工
期
も
短
縮

化
す
る
一
方
で
あ
る
今
日
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
適
切
な
乾
燥

方
法
と
は
成
り
得
ま
せ
ん
。
す
な
わ

ち
、
従
来
の
天
然
乾
燥
の
み
に
頼
る
の

で
は
、
乾
燥
状
態
が
不
十
分
で
あ
り
、

あ
ら
か
じ
め
最
適
含
水
率
ま
で
人
工
的

に
乾
燥
さ
せ
た
「
人
工
乾
燥
材
」
を
採

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
建
築
業
界

で
は
一
段
と
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
の
乾
燥
方
法

　
建
築
用
材
の
人
工
乾
燥
は
、
蒸
気
式

や
除
湿
式
が
主
流
で
し
た
が
、
最
近
は

様
々
な
乾
燥
法
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
話
題
を
呼
ん
で
い
る
人
工
乾
燥
法
に

は
、
高
温
蒸
気
乾
燥
法
（
百
℃
以
上
の

乾
燥
温
度
を
用
い
て
乾
か
す
）
、
液
層

乾
燥
法
（
百
℃
以
上
に
熱
し
た
パ
ラ

フ
ィ
ン
で
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
よ
う
に
し

て
乾
か
す
）
、
燻
煙
乾
燥
法
（
煙
で
燻

す
よ
う
に
し
て
乾
か
す
）
、
高
周
波
・

蒸
気
複
合
乾
燥
法
（
高
周
波
加
熱
と
蒸

気
加
熱
を
複
合
さ
せ
て
、
木
材
の
内
部

と
外
周
部
を
同
時
に
乾
か
す
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
前
に
含
水
率

を
低
下
さ
せ
本
乾
燥
時
間
を
短
縮
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
蒸
煮
・
減
圧
処

理
（
高
温
蒸
気
で
蒸
し
て
、
一
気
に
減

圧
さ
せ
る
こ
と
で
木
材
の
中
か
ら
水
分

を
引
き
出
す
）
な
ど
も
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
岡
山
県
内
で
も
、
高
温
蒸
気
乾
燥
法

が
一
部
の
製
材
工
場
で
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
高
温

乾
燥
条
件
の
改
良
な
ど
、
新
し
い
技
術

開
発
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

良
質
な
乾
燥
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る

　
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
等
の
県
産
材
の
最
大

の
需
要
先
は
、
建
築
用
材
と
し
て
の
利

用
で
す
。
こ
の
数
年
間
、
建
築
基
準
法

の
改
正
に
始
ま
り
、
住
宅
の
品
質
確
保

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律（
品
確
法
）、

消
費
者
契
約
法
の
制
定
が
相
次
い
で
行

わ
れ
、
住
宅
の
性
能
を
担
保
す
る
た
め

に
、
主
要
部
材
で
あ
る
製
材
品
の
品
質

に
つ
い
て
も
、
性
能
の
向
上
が
強
く
求

め
ら
れ
る
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。

　
住
宅
に
用
い
ら
れ
る
製
材
品
の
品
質

と
し
て
、
ま
ず
求
め
ら
れ
る
の
は
、
使

用
後
に
寸
法
が
小
さ
く
な
っ
て
各
所
に

隙
間
を
生
じ
さ
せ
た
り
、
狂
う
こ
と
で

建
て
付
け
を
悪
く
さ
せ
た
り
し
な
い
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
の
不
具
合
を
最
大
限

に
抑
制
す
る
に
は
、
適
切
な
状
態
ま
で

乾
燥
さ
せ
た
良
好
な
材
料
を
使
用
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
施
設
の
紹
介�

日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132

中
国
自
然
歩
道

「
歴
史
の
里
両
山
寺
散
策
コ
ー
ス
」

　
今
回
は
、
久
米
普
及
指
導
区
内
を
横

断
し
て
い
る
、
中
国
自
然
歩
道
「
歴
史

の
里
両
山
寺
散
策
コ
ー
ス
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
中
国
自
然
歩
道
は
、
中
国
地
方
に
残

さ
れ
た
美
し
い
自
然
の
中
で
、
豊
か
な

自
然
の
営
み
に
ふ
れ
、
ま
た
郷
土
の
歴

史
や
文
化
遺
産
を
訪
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
自
然
や
ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
を
深

め
、
あ
わ
せ
て
体
力
作
り
に
役
立
て
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
歴
史
の
里
両
山
寺
散
策
コ
ー
ス
」

は
、
岡
山
県
内
に
十
三
あ
る
コ
ー
ス
の

一
つ
で
、
中
央
町
大
垪
和
西
か
ら
久
米

南
町
里
方
ま
で
を
結
ぶ
延
長
十
三
・
二

㌔
㍍
の
コ
ー
ス
で
す
。

【
両
山
寺
・
二
上
山
】

　
こ
の
コ
ー
ス
の
出
発
地
は
、
美
し
い

二
つ
の
峰
を
持
つ
霊
峰
二
上
山
山
頂
付

近
に
建
立
さ
れ
た
両
山
寺
で
す
。
こ
の

地
域
は
、
両
山
寺
郷
土
自
然
保
護
地
域

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
両
山
寺
は
、
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰

と
平
安
密
教
が
融
合
し
た
山
岳
密
教
の

聖
地
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
堂
の
東
側
に
は
、
樹
高
約
四
十

㍍
、
目
通
り
周
囲
七
㍍
、
推
定
樹
齢
千

年
の
二
上
杉
が
大
き
く
そ
び
え
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
杉
は
、
両
山
寺
開
起
当

時
か
ら
こ
の
寺
を
見
守
っ
て
き
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
伯
耆
大
山
の
天
狗
が
加

茂
川
町
の
本
宮
山
に
飛
び
、
次
い
で
こ

の
木
に
飛
ん
で
羽
を
休
め
た
と
い
う
伝

説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

【
棚
田
風
景
】

　
両
山
寺
か
ら
二
上
山
の
美
し
い
山
並

み
を
抜
け
る
と
、
眼
下
に
棚
田
風
景
が

広
が
り
ま
す
。
こ
の
棚
田
は
、
日
本
の

棚
田
百
選
に
も
認
定
さ
れ
て
お
り
、
面

積
四
十
二
・
二
㌶
、
田
の
枚
数
は
八
百

五
十
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
誕
生
寺
】

　
こ
の
棚
田
風
景
の
美
し
さ
に
余
韻
を

残
し
な
が
ら
久
米
南
町
に
入
る
と
、
こ

の
コ
ー
ス
の
最
終
地
点
、
誕
生
寺
に
到

着
し
ま
す
。

　
誕
生
寺
は
、
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
上

人
の
命
に
よ
り
源
氏
の
荒
武
者
熊
谷
直

実
が
、
上
人
誕
生
の
旧
邸
を
寺
院
に
改

め
た
も
の
で
、
以
来
約
八
百
五
十
年
の

歴
史
を
誇
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
門
を
入
る
と
す

ぐ
正
面
に
は
、
法
然
上
人
が
植
え
た
と

さ
れ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
そ
び
え
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
木
は
、
幹
が
逆
円
錐

形
に
太
る
こ
と
か
ら
「
逆
木
の
公
孫

樹
」
と
呼
ば
れ
、
誕
生
寺
の
七
不
思
議

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
コ
ー
ス
は
、
普
及
指

導
区
内
の
特
色
あ
る
場
所
を
結
び
、
行

程
も
急
な
坂
道
や
平
坦
な
道
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
週
末
や
余
暇
時
間
を
利
用
し
て
ハ

イ
キ
ン
グ
気
分
で
自
然
や
歴
史
、
文
化

に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

AG

（
久
米
普
及
指
導
区
　
金
田
利
之
） 大イチョウ

二　上　杉
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

気
軽
に
森
林
作
業
に
参
加
で
き
る
「
お

か
や
ま
共
生
の
森
」
を
県
内
９
箇
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
森
で
の
植
樹
や
保
育
の
つ
ど
い

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
各
普
及
指
導
区
又
は
林

政
課
美
し
い
森
づ
く
り
推
進
班
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
お
か
や
ま
森
の
大
使
」
決
定

　
当
協
会
が
、
森
林
・
林
業
の
大
切
さ

や
木
材
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
募
集
し
た

「
お
か
や
ま
森
の
大
使
」
の
面
接
選
考

会
を
八
月
二
十
九
日
に
岡
山
市
内
で
開

催
し
、
次
の
三
名
を
選
考
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
募
集
に
は
九
九
名
も
の
応

募
が
あ
り
、
選
考
会
に
は
四
三
名
の
方

が
臨
み
ま
し
た
。

　
十
月
か
ら
来
年
の
九
月
ま
で
の
間
、

県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
等
が
行
う
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
森
林
・
林

業
・
木
材
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
お
か
や
ま
共
生
の
森
」植
樹
・
保
育

（
枝
打
ち
・
間
伐
）の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

　
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
基
金
に
は

会
員
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
基
金
を
利
用
し
て
み
な
さ
ん
が

「
お
か
や
ま
の
里
山
」

フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
中

　
里
山
保
全
に
対
す
る
県
民
の
意
識
高

揚
を
図
り
、
里
山
の
整
備
と
利
用
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
お
か

や
ま
の
里
山
」
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

【
題
材
】

　
ふ
る
さ
と
の
山
や
懐
か
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
里
山
の
風
景
、
里
山
に
生
息
す

る
野
生
生
物
な
ど
、
生
命
の
い
ぶ
き
を

感
じ
さ
せ
る
も
の

【
サ
イ
ズ
等
】

　
キ
ャ
ビ
ネ
版
〜
四
つ
切
程
度

　
白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

【
募
集
期
限
】

15

12

25

　
平
成
　
年
　
月
　
日
（
木
）

【
賞
】

　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５
点
、

　
入
賞
数
点

【
入
賞
発
表
】

　
入
賞
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
岡
山

県
林
政
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表

【
応
募
先
】

　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

　
「
お
か
や
ま
の
里
山
」
フ
ォ
ト
コ
ン

ク
ー
ル
事
務
局

　
（
〇
八
六
）
二
二
六
│
七
四
五
三

（
計
画
係
）

○高梁川流域
①おかやま共生の森・哲多
（哲多町田淵地内）

実施年月日

H15.  8.29（金）
実施済み

H15.11.22（土）

H15.12.13（土）

活動内容 

下刈り 

植　樹 

間伐・枝打ち

②おかやま共生の森・川上
（川上町高山市地内）

実施年月日 

H15.  7.12（土） 
実施済み 

H15.11.  8（土） 

H15.12.  6（土） 

活動内容 

下刈り

植　樹

間伐・枝打ち

③おかやま共生の森・井原
（井原市西江原地内）

実施年月日

H15.  9.  6（土）

H15.11.29（土）

H16.  1.31（土）

活動内容

下刈り

間　伐

枝打ち

○旭川流域
④おかやま共生の森・美甘
（美甘村美甘地内）

実施年月日

H15.  8.10（日）
実施済み

H15.12.  6（土）

活動内容 

下刈り 

間　伐 

⑤おかやま共生の森・久世
（久世町三阪地内）

実施年月日 

H15.  9.  6（土） 

H16.  2.28（土） 

活動内容

下刈り

植　樹

⑥おかやま共生の森・加茂川
（加茂川町下加茂地内）

実施年月日

H15.  7.26（土）
実施済み

H15.11.22（土）

H16.  3.  6（土）

活動内容

下刈り

間伐・枝打ち

植　樹

○吉井川流域
⑦おかやま共生の森・勝北
（勝北町大岩地内）

実施年月日

H15.  7.12（土）
実施済み

H15.10.18（土）

H15.12.  6（土）

活動内容 

下刈り 

間　伐 

間　伐 

⑧おかやま共生の森・柵原
（柵原町書副地内）

実施年月日 

H15.  7.  5（土） 
実施済み 

H15.10.18（土） 

H15.12.  6（土） 

活動内容 

下刈り

間　伐

間伐・枝打ち

⑨おかやま共生の森・吉永
（吉永町加賀美地内）

実施年月日

H15.  9.  6（土）

H15.11.  9（日）

H15.12.  6（土）

活動内容

下刈り

植　樹

間伐・枝打ち

氏名

住所

年齢�

三井　久代

灘崎町

21

赤木　‡子

総社市

24

尾久土いずみ

西粟倉村

20

みつい� ひさ よ あか ぎ  のり こ  おきゅうど�
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スギ・ヒノキ価格の推移（過去１年間）�

0
5

10
15
20
25
30
35

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 121110９ ８ 

スギ・３ｍ・14～16

ヒノキ・３ｍ・14～16

ヒノキ・４ｍ・16～18

注：①価格は、直材・中値　②ヒノキ・４ｍの８～11月は16～18㎝の価格 

千円/k

月

木　材（８月27日）

樹種
�
�
�

杉

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
桧









松

長さ
�

３ｍ
�
�

４ｍ
�

６ｍ
�
�
�

３ｍ
�
�
�
�
�

４ｍ
�
�
�
�

６ｍ

�
３ｍ
４ｍ

径　級
７～13
14細

14～16
18～20
７～12
18～22
24～28
16～18
７～10
11～13
13～14
14～16
18～20
22～24
26㎝上
７～13
14㎝

16～18
20～22
24～28
30㎝上
14㎝細
14～16
18～20
22㎝上
18～24
24～30

直　　材 
5
9

11.5
12.5

6
10.5
11.5

18～20
11

12.5
26.5
33.5
32.5
27.5

27
14.5

28
30
26
27
28
32
48
38
30
13
20


▼�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
△�
△�
－�
－�
－�
▼�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�

小 曲 り
3
3
9
9
5
8
8

15
7.5
7.5

12.5
29
29
25
23
5

25
28
23
23
24
25
38
34
22
12
13


－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
△�
△�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�

概　　　況�
出荷材積�

約　1,025k

　杉
中目材　横ばい 
柱　材　横ばい 
小径木　弱気配 


　桧
中目材　横ばい 
柱　材　買い気 
小径木　横ばい 









記号
△　強気配
－　横ばい
▼　弱気配

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。 

乾しいたけ（７月11日）�

・出品Ｋ数　　　    6,906㎏
・価格高値　　　　6,480円
・安　　値　　　　   800円
・総 平 均　　　　3,420円

銘　柄
�
香 信 大 
香 信 中 
香 信 小 
小 　 間 
香 信 山 成 
バ レ 大 
バ レ 中 
ス ラ イ ス 
花 ど ん こ 
上 ど ん こ 
並 ど ん こ 
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ 
格 外 

価　　　格
平　均

5,010
4,340
3,940
－

4,230
3,220
3,360
2,780
－

4,800
4,210
3,820
2,790
3,770
4,430
2,900


高　値

5,490
5,000
4,860
－

4,350
4,810
4,890
4,800
－

4,800
5,150
5,490
3,800
4,890
6,480
2,390

相場

△
△
○
－
△
△
◎
○
－
△
◎
◎
○
△
△
○

価格：円／㎏
（相場）
　強：◎　保合：○　弱：△ 
資料：岡山県森連椎茸共販所市況速報 

�
単位：千円／k

　

編
集
後
記

○
今
年
の
日
本
列
島
を
覆
っ
た
冷
夏
・

日
照
不
足
の
「
寒
い
夏
」
。

○
一
方
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、北
米
、中
国
南
部

な
ど
で
は
記
録
的
な
高
温
。

○
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
異
常
気
象
の

記
録
は
三
十
年
に
一
度
と
か
。

○
気
象
庁
予
報
官
も
悩
ま
す
「
予
報
の

常
識
」
を
破
っ
た
気
象
状
況
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

○
農
作
物
な
ど
の
秋
の
稔
り
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

○
秋
と
い
え
ば
、
今
年
の「
マ
ツ
タ
ケ
」

発
生
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

○
「
夏
」
を
満
足
に
実
感
す
る
間
も
な

く
、
窓
の
外
で
は
、
も
う
コ
オ
ロ
ギ

た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

○
ど
う
か
稔
り
多
き
秋
で
あ
り
ま
す
よI

う
に
。
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加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

¡岡山県農林水産部治山課　電話番号 086（224）2111（代表）
086（226）7455（直通）

── 安全・人と自然・調和 ──
造林木を野生動物の食害から守る

〔野生獣類忌避剤〕コニファー水和剤　　〔幼令樹保護カバー〕くわんたい
〔樹皮食い防止に〕バークガード　　　　〔野生草食獣食害防止〕防獣ネット
〔クズ専用除草剤〕クズノック・ザイトロン・ザイトロンフレノック
〔樹幹注入剤〕センチュリーエース
（お問い合わせ申し込みは県森連・森林組合へ）
　販売元：原岸株式会社　　　　　　　　　　大同商事㈱大阪営業所
　　　　　TEL：086－465－7136　　　　　　　  TEL：06－6231－2819
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岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務

編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
五
年
九
月
一
日
（
三
七
一
号
）

 日本植生は環境緑化技術を創造し、地球環境の保全に貢献します。�
間伐材利用生分解型植生シート�間伐材利用植生マット�間伐材利用厚層植生マット� 再生紙利用植生シート�間伐材利用植生シート�

 東中国支店／津山市高尾580-1　　　TEL（0868）28-0256�
 岡山営業所／岡山市横井上1328-2   TEL（086）294-1000

切土土砂用� 盛土用�切土軟岩用� 盛土用� 盛土用�

「岡山県エコ製品」の認定を受けた５品目�
 間伐材や古紙を有効利用した法面緑化資材です。�

木製フラワーポット�

間伐材等木材の有効利用と�
　　　　県産材の需要拡大を図る�

株式会社　ケ ン モ リ�
（岡山県森林組合連合会　出資会社）�

〒700－0866　岡山市岡南町2丁目5番10号�
　　　　　　  （ＴＥＬ）086－224－7343�
　　　　　　  （ＦＡＸ）086－224－2655


